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No.460
人　口	19,472 人 [767] (+18 [+12])
　男	 9,826 人 [324] (+18 [+11])
　女	 9,646 人 [443] (　±0 [　+1])
世帯数	 8,307 戸 [427] (+23 [+24])

※内、[　] は外国人数
※平成 24年 7月 9日
から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数

まちの動き 1 月 1日現在（前月比）

青空と緑と産業の町

２月号

厄や
く

を
焼
き
福
を
招
く

ど
ん
ど
ん
焼
き
の
炎

今
も
息
吹
く
道
祖
神
の
火
祭
り



　

役
場
で
社
会
保
険
料
や
地
震
保
険
料
な
ど

の
所
得
控
除
を
受
け
る
申
告
を
す
る
と
、翌
年

度
に
課
税
さ
れ
る
町
県
民
税
が
少
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、公
的
年
金
等
の
収
入
額
が
4
0
0

万
円
未
満
で
あ
り
、か
つ
、そ
の
他
の
所
得
金

額
が
20
万
円
未
満
の
方
は
、「
確
定
申
告
」の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
れ
ら
の
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は「
住
民
税
の
申
告
」が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
た
方

で
、所
得
税
で
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
金
額
が

あ
る
場
合
は
、翌
年
度
の
住
民
税
で
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
該
当
す
る
場
合
、町
が
所
得
税
の
確

定
申
告
の
添
付
書
類
や
給
与
支
払
報
告
書
等

か
ら
控
除
額
の
計
算
を
行
い
ま
す
の
で
、「
住

民
税
の
申
告
」の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ

し
、所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、申

告
書
の「
特
例
適
用
条
文
」の
欄
に
必
ず
居
住

年
月
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

①	

営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
が
あ
る
方

②	

地
代
や
家
賃
収
入
と
い
っ
た
不
動
産
所
得

な
ど
が
あ
る
方

③	

給
与
所
得
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

・	

平
成
27
年
中
の
給
与
の
収
入
金
額
が

2
0
0
0
万
円
を
超
え
る
方

・	

１
カ
所
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る
方
で
、給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る
方

・	

２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
方
で
、年
末
調
整
を
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
等
の
収
入
金
額
と
給
与
所

得
以
外
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
が

20
万
円
を
超
え
る
方

④	

医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

⑤	

保
険
の
満
期
返
戻
金
な
ど
の
一
時
所
得
の

あ
る
方

⑥	

平
成
27
年
中
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額

か
ら
、基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
差

し
引
き
、そ
の
金
額
に
基
づ
い
て
計
算
し

た
税
額
が
配
当
控
除
額
を
超
え
る
方

①	

平
成
28
年
1
月
１
日
現
在
、
町
内
に
住
ん

で
い
る
方

　

※	

た
だ
し
、「
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定

申
告
書
を
提
出
す
る
方
」
ま
た
は
「
年

末
調
整
が
済
ん
で
い
る
給
与
所
得
者
ま

た
は
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
支
払
者

か
ら
役
場
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
方
」
は
住
民
税
の
申
告
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

②	

平
成
27
年
中
に
所
得
が
な
く
て
も
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

・	

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方

　

・	

介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者

　

・	

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

　

・	

所
得
証
明
、
課
税
（
非
課
税
）
証
明
等

を
必
要
と
す
る
方

　

・	

誰
の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な
い
方

　

・	

町
外
に
居
住
す
る
方
の
扶
養
親
族
に

な
っ
て
い
る
方

◦	

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
よ
る
保
険
料
の
軽
減

◦	

医
療
保
険
で
の
自
己
負
担
額
の
軽
減
、
高

額
医
療
費
の
限
度
額
、
入
院
時
食
事
負
担

額
の
判
定

◦	

介
護
保
険
の
各
種
減
額
証

の
交
付

◦	

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

負
担
上
限
額
の
判
定

「
住
民
税
の
申
告
」
の
ご
案
内

「
所
得
税
の
確
定
申
告
」
の
ご
案
内

「
住
民
税
の
申
告
」が
必
要
な
方

「
所
得
税
の
確
定
申
告
」が
必
要
な
方

甲
府
税
務
署
の
申
告
書
作
成
会
場

年
金
収
入
の
あ
る
方
へ

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

申
告
を
し
な
い
と

次
の
こ
と
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

　町では、2月16日（火）から3月15日（火）までの間、税の申告相談を行います。
　申告期間中の混雑を避けるため、次のとおり地区別に相談日を設けています。週の前半や午前中
は混雑が予想されます。比較的すいている週の半ばや午後をご利用ください。

⑦	

土
地
や
建
物
等
の
不
動
産
や
ゴ
ル
フ
会
員

権
・
株
式
と
い
っ
た
資
産
を
譲
渡
し
た
方

（
株
式
の
譲
渡
は
、証
券
会
社
の
特
定
口
座

で
源
泉
徴
収
を
選
択
し
て
い
る
場
合
を
除

く
）

※	

申
告
不
要
の
上
場
株
式
の
配
当
ま
た

は
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
方
は
、確
定
申

告
を
す
る
と
所
得
税
ま
た
は
住
民
税

が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。た

だ
し
、こ
の
所
得
が
住
民
税
の
所
得
金

額
に
算
入
さ
れ
る
た
め
、国
民
健
康
保

険
税
や
介
護
保
険
料
、後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

⑧
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
方

※
ふ
る
さ
と
納
税
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

を
選
択
し
た
方
が
確
定
申
告
す
る
場

合
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
の
適
用
が
無

く
な
り
ま
す
。

※	日曜は2月28日（日）の午前中に限り相
談を受け付けます。地区の限定はありま
せん。

　

町
で
は
前
年
の
収
入
状
況
を
も
と
に
、
町
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思

わ
れ
る
方
に
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
申
告
書
が
届
か
な
い
場

合
で
も
申
告
は
で
き
ま
す
の
で
、
ご
自
分
の
収
入
を
確
認
し
、
早
め
に

申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

税
の
申
告
の
お
知
ら
せ

申
告
期
間
が
間
近
と
な
り
ま
し
た
が

　
　
　
　
申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

受付時間　午前9時～ 11時30分
　　　　　午後1時～ 4時
相談場所　役場庁舎裏　別棟2階会議室

地区別申告相談日

相 談 日 対象地区
2月16日	(火)	～	 23日(火) 西条一区・西条二区・清水新居
2月24日	(水) ～	３月1日(火) 西条新田・押越・河東中島

3月  2日	(水)	～   	 8日(火) 紙漉阿原・築地新居・飯喰・河西
3月  9日	(水)	～	 15日(火) 上河東・上河東二区

問
い
合
わ
せ　
役
場
税
務
課（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
５
）　
甲
府
税
務
署（
☎
２
５
４
‐
６
１
０
５
）

　

甲
府
税
務
署
で
は
、所
得
税
・
個
人
消
費
税
・

贈
与
税
の
申
告
書
作
成
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

日
時　
2
月
16
日（
火
）～
３
月
15
日（
火
）の

平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※	

た
だ
し
２
月
21
日（
日
）と
28
日（
日
）

は
開
設

※	

ま
た
混
雑
時
は
早
め
に
受
付
を
締
め

切
る
場
合
が
あ
り
ま
す

場
所　
甲
府
税
務
署

　
　
　
（
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
１
番
18
号

　
　
　

  

甲
府
合
同
庁
舎
5
階
）
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今
年
４
月
か
ら
、
小
中
学
校
の
「
給
食
費
保
護
者
負
担
金
」
を
月
額
５
０
０
円
値
上
げ
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
内
小
中
学
校
の
学
校
給
食
は
、保
護
者
の
負
担
す
る「
給
食
費
保
護
者
負
担
金
」と
町
か
ら
の「
補
助
金
」に
よ
っ
て
賄ま

か
なわ

れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、子
育
て
支
援
施
策
の
一
環
と
し
て
、近
隣
自
治
体
よ
り
も
給
食
費
保
護
者
負
担
金
を
安
価
に
設
定
す
る
と
と
も
に
、消
費
税
率
８
％

へ
の
増
税
時
に
お
い
て
も
コ
ス
ト
削
減
や
調
理
方
法
の
工
夫
等
に
よ
り
経
費
を
抑
え
、
給
食
費
保
護
者
負
担
金
を
据
え
置
い
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
物
価
上
昇
に
よ
り
、
給
食
費
保
護
者
負
担
金
を
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
４
月
か

ら
給
食
費
を
月
額
５
０
０
円
、
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
値
上
げ
後
も
、
町
か
ら
の
補
助
金
額
は
給
食
費

全
体
の
約
２
割
を
維
持
し
、
近
隣
自
治
体
よ
り
も
安
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
な
お
一
層
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
、
下
水
道
使
用
料
を
次
の
と
お
り
改
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
下
水
道
事
業
は
、
昭
和
62
年
度
に
事
業
着
手
し
て
以
来
30
年
近
く
が
経
過
し
、
下
水
道

処
理
区
域
内
の
人
口
は
約
１
万
４
５
０
０
人
、
普
及
率
は
町
内
の
約
80
％
ま
で
達
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
経
営
面
で
は
、
事
業
費
の
抑
止
や
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
施
設
整
備

が
進
む
の
に
伴
い
、
建
設
投
資
に
か
か
る
償
還
金
の
返
済
や
維
持
管
理
費
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
維
持
管
理
費
は
、「
下
水
道
使
用
料
」
と
「
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
」
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
下
水
道
事
業
へ
の
繰
入
金
が
町
の
一
般
会
計
予
算
を
圧
迫
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
９
月
の
都
市
計
画
審
議
会
に
お
い
て
、
下
水
道
事
業
の
受
益
者
負
担

の
原
則
と
公
平
性
を
鑑か

ん
がみ

る
中
で
、「
将
来
に
わ
た
り
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
は
使
用

料
の
改
定
は
、
や
む
を
得
な
い
」
と
の
答
申
（
※
）
を
受
け
る
と
と
も
に
、
同
年
12
月
の
町
議

会
で
、
昭
和
町
下
水
道
使
用
料
等
徴
収
条
例
の
改
正
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
平
成
13
年
以
来
15
年
ぶ
り
に
、
４
月
か
ら
下
水
道
使
用
料
を
下
表
の
と
お
り

改
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に
は
ご
負
担
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
今
後
も
事
業
の
合
理
化
、
効
率
的
な
執
行
と
一
層
の
経
費
節
減
に
努
め
る
な
ど
、
財
政

の
健
全
化
と
建
設
及
び
維
持
管
理
の
両
面
に
わ
た
り
万
全
を
期
し
、
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
給
食
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
７
５
‐
５
３
０
６
）

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課　
管
理
係
（
☎
２
７
５
‐
８
３
５
６
）

1 食 あ た り 小学生 　257円 中学生　288円

月 額 小学生 4,550 円 中学生 5,070 円

町 補 助 額 小学生 1,160 円 中学生 1,130 円

保護者負担金 小学生 3,390 円 中学生 3,940 円

1 食 あ た り 小学生 　284円 中学生　324円

月 額 小学生 4,905 円 中学生 5,596 円

町 補 助 額 小学生 1,015 円 中学生 1,156 円

保護者負担金 小学生 3,890 円 中学生 4,440 円

これまでの給食費（平成 27 年度）

平成 28 年４月からの給食費

近隣自治体平均
（ 平 成 27 年 度 ）

小学生　約 4,700 円 中学生　約 5,300 円

昭 和 町
（平成 28 年 4 月から） 小学生　　 3,890 円 中学生　　 4,440 円

給食費保護者負担金月額の比較

学
校
給
食
費
の
値
上
げ
の
お
知
ら
せ

※
答
申
で
は
、
下
水
道
事
業
主
体
で
あ
る
町
へ
、「
使
用
料
の
改
定
は
、

現
在
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
使
用
者
に
ご
負
担
を
課
す
こ
と
に
な

る
の
で
、
特
に
事
業
経
営
に
あ
た
っ
て
は
さ
ら
な
る
効
率
化
と
健
全
化

に
よ
り
経
費
削
減
に
努
め
る
」
こ
と
も
求
め
て
い
ま
す
。

下水道使用料（平成 28 年 4 月から）

排水量（１カ月あたり）
料金（税抜き）

改定幅
改定前 改定後

10 ㎥以下（基本料金） 800円 1,000 円 ＋ 200円

11～ 30㎥（1㎥あたり） 100円 120 円 ＋ 20円

31～ 50㎥（1㎥あたり） 120円 150 円 ＋ 30円

51㎥以上（1㎥あたり） 140円 180 円 ＋ 40円

公衆浴場 60円 70 円 ＋ 10円

臨時用 130円 160 円 ＋ 30円

下
水
道
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

十五夜給食
（枝豆わかめごはん、さんま
の塩焼き、里芋の味噌汁、
お月見団子 ほか）

ハロウィン給食
（ツイストパン、グリーン
サラダ、野菜スープ、ハロ
ウィンデザート ほか）

お楽しみ給食の例

寄付報告　善意ありがとうございます

　昨年、11月13日（金）、石川 暁
さとる

様（河西）から、「町の福祉のために役立ててほしい」と、 
金5万円の寄付をいただきました。善意ありがとうございました。
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◦大塚内科小児科医院（紙漉阿原 216-4　☎ 275-4164）
　　大塚捷子 先生
◦森川医院（河東中島 1903　☎ 275-2070）
　　松井孝道 先生
◦武川病院（飯喰 1277　☎ 275-7311）
　　武川修 先生、武川悟 先生
◦あいのた内科消化器科クリニック	（西条 1481-2  ☎ 240-7120）
　　相野田隆雄 先生
◦まつした腎クリニック（押越 789　☎ 275-6550）
　　松下和通 先生、羽根田破 先生

　　◦直接「もの忘れ相談医」を受診する
　　◦地域包括支援センター（☎ 275-4815）に相談後、受診する。

　
認
知
症
の
早
期
発
見・早
期
治
療
の
た
め
、中
巨
摩
医
師
会
で
は
「
も
の
忘
れ
相
談
医
」
を
設
け
、

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ご
自
身
や
ご
家
族
の
も
の
忘
れ
の
症
状
等
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
場
合
は
、
必
ず
事
前
に
電
話
予
約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）制
度
が
始
ま
り
、昨
年
中
に
原
則
と
し
て

す
べ
て
の
方
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の「
通
知
カ
ー
ド
」が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
は
、通
知
カ
ー
ド
と
は
別
に
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」を
申
請
し
て

取
得
す
る
こ
と
で
、確
定
申
告
や
本
人
確
認
の
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」の
交
付
を
申
請
す
る
と
、「
交
付
通
知
書（
は
が
き
）」が
郵
送
さ
れ

ま
す
。交
付
通
知
書
が
届
い
た
ら
、次
の
書
類
を
お
持
ち
の
上
、役
場
町
民
窓
口
課
に
て
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、ま
だ
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
で
交
付
を
ご
希
望
の
方
は
、通

知
カ
ー
ド
に
同
封
の
申
請
書
で
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　

町
で
は
今
年
3
月
か
ら
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に「
認
知
症
地

域
支
援
推
進
員
」を
配
置（
兼
任
）し
ま
す
。

　
「
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
」は
、認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
と
、医

療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
地
域
の
支
援
機
関
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。

　

認
知
症
は
、誰
も
が
罹か

か

り
う
る
病
気
で
、2
0
2
5
年
に
は
65
歳
以
上
の
５
人
に
１
人
が

罹
る
病
気
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。昭
和
町
で
も
、高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、認
知
症
の
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す
。「
認
知
症
に
な
っ
て
も
、で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
環
境
で
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
地
域
づ
く
り
」に
は
、町
全
体
で
認
知
症
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、正
し
く
理
解
し
支

え
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

町
で
は
、認
知
症
の
相
談
や
医
療
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
の
ほ
か
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
な
ど
の
啓
発
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
」に

ご
相
談
く
だ
さ
い

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が

始
ま
り
ま
す

○	

交
付
通
知
書（
は
が
き
）

○	

通
知
カ
ー
ド（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
時
に

届
い
た
カ
ー
ド
）

○	

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
や
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
顔
写
真
付
き
の
公
的
機
関
の

発
行
し
た
証
明
書
）

※	「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」を
お
持
ち
の
方

は
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
も
お
持
ち
く

だ
さ
い
。個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
と
と

も
に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
返
納
い
た

だ
き
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、と
て
も
大
切
な
カ
ー

ド
で
す
。個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
厳
格
に

行
う
た
め
、交
付
時
の
本
人
確
認
は
、写
真
付

き
の
身
分
証
明
書
や
複
数
の
身
分
証
明
書

4

4

4

4

4

4

4

4

を

ご
提
示
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
代
理
人
の
方
が
来
庁
さ
れ
る
場
合
は
、

代
理
人
自
身
の
身
分
証
明
書

と
、申
請
者
本
人
の
身
分
証

明
書
が
必
要
で
す
。お
手
数

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、受
け
取
り
時
に
４
つ
4

4

の
暗
証
番
号

4

4

4

4

4

の
設
定
が
必
要
で
す
。

　
代
理
人
に
依
頼
す
る
場
合
は
、交
付
通
知
書

に
パ
ス
ワ
ー
ド
を
記
入
す
る
欄
が
あ
り
ま
す

の
で
、あ
ら
か
じ
め
暗
証
番
号
の
候
補
を
記
入

し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
全
国
で
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
か
た
っ

た
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
流
出
し
て
取
消
料
が
必
要
」、「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
教
え
る
の
は
犯
罪
」な
ど
と
か

た
っ
て
、お
金
を
要
求
し
て
き
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
し
て
、電
話
や
家
を
訪

問
し
て
お
金
を
要
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
か
た
っ
た
詐
欺
に
、ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
は
、当
面

の
間
、無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

	

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

個
人
番
号
カ
ー
ド
受
け
取
り
の
持
ち
物

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
主
な
役
割

お
や
っ
？
と
思
っ
た
ら「
も
の
忘
れ
相
談
医
」へ

本
人
確
認
の
厳
格
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

英数字６文字以上
16文字以下

数字４文字
②③④は同じ
暗証番号も可能です

①署名用の電子証明書の
　暗証番号

②利用者証明書用の
　電子証明書の暗証番号

③住民基本台帳事務用の
　アプリの暗証番号

④券面事項入力補助用の
　アプリの暗証番号

事
前
に
暗
証
番
号
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

詐さ

ぎ欺
に
ご
注
意
！

町内の「もの忘れ相談医」

相談方法（以下のいずれかの方法）
年金や保険の
状況を教えてマイナンバー

教えてください

手続にお金
かかります

家族
構成は？

問
い
合
わ
せ　
い
き
い
き
健
康
課　
介
護
保
険
係　

	

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
７
５
‐
４
８
１
５
）

交付通知書の見本

配
置
場
所
・
相
談
方
法

 

●	

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
の
相
談
支
援

 

●	

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
が
必
要
な
医
療
や
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
関
係
機

関
へ
の
つ
な
ぎ
や
連
絡
調
整

 

●	

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど
を
通
じ
た
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発

 

●	

総
合
会
館　
い
き
い
き
健
康
課　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内

 

●	

平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
の
間
に
来
庁
ま
た
は

　
お
電
話
（
☎
２
７
５
‐
４
８
１
５
）
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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食
生
活
改
善
推
進
員
会
・
愛
育
会
・
い
き
い
き
健
康
課
が

中
心
に
な
り
、
恒
例
の
「
健
康
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

体
も
心
も
健
康
に
な
れ
る
、
お
得
で
楽
し
い
催
し
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
ご
家
族
揃
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
・
時
間
は
、
今
月
の
広
報
に
折
込
み
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
　
２
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
　
所　
　
総
合
会
館

催
し
物
・
出
展
内
容

◦
オ
ー
プ
ニ
ン
グ	

押
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

◦
特
別
参
加　

	

甲
府
昭
和
高
校
茶
道
部
に
よ
る
抹
茶
サ
ー
ビ
ス

◦
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト	

品
物
は
来
て
か
ら
の
お
楽
し
み
！

◦
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー	

①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ　
②
親
子
で
３
Ｂ
体
操

	

※	

①
②
と
も
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
地
区
愛
育
班
員	

ま
た
は
い
き
い
き
健
康
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
健
康
づ
く
り
・	

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
体
操
、
脳
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
、
か
ら
だ
年
齢
測
定

◦
食
か
ら
健
康
づ
く
り	

カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
も
ち
も
ち
ケ
ー
キ
の
試
食
、食
育
ク
イ
ズ
、

ス
キ
ム
ミ
ル
ク
入
り
洋
風

	

す
い
と
ん
サ
ー
ビ
ス

　

子
育
て
を
手
助
け
し
あ
う
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
し
ょ
う
わ
」

で
は
、
今
年
も
子
育
て
を
学
ぶ
講
座
「
子
育
て
ふ
ぁ
ー
む
」
を
開
き
ま
す
。
子
育
て
に
つ

い
て
学
び
た
い
方
、
地
域
の
子
育
て
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
楽
し
く
学
び
、子
ど
も
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
男
性
の
受
講
も
大
歓
迎
で
す
。

実
施
内
容
・
日
程

◦
２
月
16
日
（
火
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

子
ど
も
の
心
の
発
達
過
程
と
関
わ
り
（
山
梨
県
立
大
学　
教
授　
坂
本
玲
子 

氏
）　
ほ
か

◦
２
月
24
日
（
水
）
午
前
10
時
～
午
後
3
時

子
ど
も
の
事
故
と
安
全
、
応
急
処
置
法
（
山
梨
県
立
大
学　
講
師　
茂
手
木
明
美 

氏
）

子
ど
も
の
あ
そ
び
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
講
師　
鶴
田
香
予
子 

氏
）

◦
３
月
10
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

子
ど
も
の
病
気
と
予
防 （
げ
ん
き
キ
ッ
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク　
院
長　
宮
本
直
彦 

氏
）
ほ
か

◦
３
月
18
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

保
育
の
心
（
山
梨
県
立
大
学　
地
域
研
究
交
流
セ
ン
タ
ー　
特
任
教
授　
池
田
政
子 

氏
）

保
育
サ
ポ
ー
ト
の
理
解
を
深
め
る
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）　
ほ
か

会　
　
場	

総
合
会
館　
2
階　
相
談
室
・
講
習
室
等

持 
ち 

物	

筆
記
用
具
、
弁
当
（
昼
食
を
自
宅
等
で
と
ら
れ
る
方
は
不
要
）

定　
　
員	

15
名
（
先
着
順
）

締
め
切
り　

	

２
月
12
日
（
金
）

そ 

の 

他	
再
受
講
を
ご
希
望
の
方
、
受
講
時
託
児
を
ご
希
望
の
方
は
、

	
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
し
ょ
う
わ
（
☎
２
７
５
‐
８
１
１
５
）

“
元
気
”を
手
に
入
れ
よ
う
！

  
健
康
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
し
ょ
う
わ

子
育
て
ふ
ぁ
ー
む
～
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
～

問
い
合
わ
せ　
い
き
い
き
健
康
課
（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
５
）

い
ろ
ん
な
コ
ー
ナ
ー
に

参
加
す
る
と
お
楽
し
み

景
品
が
も
ら
え
ま
す

そ
の
他
、
い
～
な
と
う
ぶ
昭
和
、

み
ら
い
フ
ァ
ー
ム
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
！

トライス君も
遊びに来るよ〜！

　
介
護
予
防
コ
ー
ナ
ー
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『たんじょうびおめでとう！』
マーガレット・ワイズ・ブラウン/作
レナード・ワイスガード/絵　小宮 由/訳

好学社

　ある春
はる

の日
ひ

、ふかい森
もり

の中
なか

でた
くさんの動

どうぶつ

物が生
う

まれました。み
んな少

すこ

しずつ大
おお

きくなってつぎ
の春

はる

１さいになりました。プレゼ
ントはいちばんほしいもの。さて
さて、どんなプレゼントをもらっ
たのでしょう!?

『大学で大人気の先生が語る
〈恋愛〉と〈結婚〉の人間学』

佐藤 剛史/著
岩波書店（岩波ジュニア新書）

『メディアにむしばまれる
子どもたち』 

田澤 雄作/著
  教文館

　スマホなどの便利な電子メディ
アも、子どもにとっては心身の成
長の発達を脅かしかねません。
　子どもたちが生きる土台をしっ
かり作るために、周りにいる大人
がどうすればよいのか、小児科医
からの提言です。

　バレンタインデーのある2月。
恋愛と結婚について、考えてみま
せんか？
　「婚学」の授業が大学で人気の
著者による、若い世代に向けた結
婚の本です。

イベントのお知らせ ※原則申し込み不要

今月のおすすめ本

●2月の休館日
	 1日	（月）、8日（月）、
11日	（木・祝）、15日（月）、
22日		（月）、26日（金・月
末整理日）、29日（月） 

◦おはなし会
　おはなし、手遊び、絵本などを
お楽しみください。
日時　2月6日（土）　午前11時～
対象　幼児～小学生低学年
場所　図書館・幼児コーナー

◦0,1,2歳児のおはなし会
　絵本、わらべうたなどをお楽しみ
ください。
日時　2月18日（木）  午前11時～
対象　0,1,2 歳児とその保護者
場所　図書館・幼児コーナー

◦ギターの調べ

　クラシックギターの音色を聴きながら、
館内で癒やしのひとときをお楽しみください。

日時　2月20日（土）　午前10時～
場所　図書館・児童コーナー
演奏　山上 浩幸氏

◦てづくり絵本作品展
　カワイ絵画造形教室の生徒さんの作品を
展示します。

日時　2月27日（土）〜3月6日（日）　
場所　図書館・入口
主催　カワイ絵画造形教室

※「おはなし探検隊」は、3月5日が図書館まつりのため
　お休みです。

♪
♪

♬
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▶町長と語らいのとき
　日時：2月3日（水）	

午後1時30分～4時
　場所：役場庁舎1階 町長室
　＊前日までにご連絡ください

（総務課 ☎275-8153）
▶消費生活無料相談（※）
　日時：2月12日（金）	

午前10時～正午
　場所：役場別棟2階 小会議室
（企画財政課 ☎275-8154）
▶行政相談（※）
　日時：2月17日（水）	

午後1時～4時
　場所：中央公民館2階 会議室
（企画財政課 ☎275-8154）
▶教育相談（※）
　日時：祝日を除く火・水・木

の午前9時～午後4時 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶心配ごと相談
　日時：2月10日（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください
　（昭和町社会福祉協議会 

☎275-0640）
▶結婚相談（※）
　日時：2月27日（土）	

午後1時30分～4時
　場所：総合会館2階 相談所
　（昭和町結婚相談所 

☎275-1881）
▶障がい者相談員出張相談（※）
　日時：2月12（金）・26日（金）	

午前9時～正午
　場所：総合会館1階
　� （福祉課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です	
　直接会場にお越しください

▶ボカシつくり会
　日時：2月18日（木）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏
（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお
気付きのことをお寄せください
◦ホームページ
　http://www.town.showa.
　yamanashi.jp/chosei/koe.php
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2
　　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日
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章

　

１
月
11
日
（
月
・
祝
）、
新
春
恒
例
の
「
昭
和
町
消
防
出

初
式
」
が
押
原
中
学
校
校
庭
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
参
観
者
を
前
に
、
消
防
団
員
に
よ
る
分
列
行
進
、

各
種
功
労
賞
の
表
彰
、
ポ
ン
プ
車
や
小
型
ポ
ン
プ
に
よ
る

色
水
放
水
、
大
正
５
年
製
の
手
押
し
ポ
ン
プ
に
よ
る
操
法

な
ど
が
行
わ
れ
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
力
強
く
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
押
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

も
行
わ
れ
、
式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

覀

１
月
９
日
（
土
）
か
ら 

14
日
（
木
）
に
か
け
て
町
内
各
地
で
、
小
正
月
の
伝
統
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

獅
子
舞
、
ど
ん
ど
ん
焼
、
繭ま

ゆ
だ
ま玉

の
餅
花
づ
く
り
な
ど
で
親
し
ま
れ
る
小
正
月
の
行
事
は
、
同
じ
昭
和
町

内
で
も
内
容
も
規
模
も
様
々
で
す
。
中
に
は
１
５
０
年
以
上
前
か
ら
連れ

ん
め
ん綿

と
続
い
て
い
る
地
区
も
あ
る

と
い
う
伝
統
行
事
。
春
を
呼
ぶ
小
正
月
の
一
コ
マ
を
紹
介
し
ま
す
。

小
正
月
百
景獅子舞とどんど焼きのやぐら（河西）

子供たちを集めての繭玉づく
りと家々を巡る獅子舞（飯喰）

伝統の版木でのお札づくりと
昔ながらの道祖神前でのどん
ど焼き（上河東）

天高く建てられたやぐらのど
んど焼きと獅子舞（紙漉阿原）11   広報昭和 No.460 広報昭和 平成 28 年 2 月号   10


